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モ ダ ン ア ー トの 理 念 と実 践
一KarlGerstnerの場合 一
朝 倉 直 己
わずか半世紀 ほ どの間 に、 モ ダ ンアー トは急速 な成長 をな しとげた。今 日、
モ ダンアー トの理論 はは なぱ な しい展 開 をみせ 、 またモ ダ ンァー トの作 品は巷
にみ ち{gれて いる。 しか し、 それ らは、むろ んモ ダンァー トの終 着駅 では な く、
いぜ ん として発展の途上 にあ る個 々の途 中駅 を示 す ものにす ぎない。 当然 、 そ
こにはいろ いろの 問題や課題 が横 たわ って いる。
カール ・ゲルス トナー(KarlGerstner,1930～)は、単 なる理 論家 では な
く、 また単 なる実践家(ア ーチ ス ト)で もない。現 代 においては、専門家 とい
えば、狭 い一 っの分野 に と じこ も りが ちな もので あるが、理論 家で ある と同時
に実践家 と して幅広 い活躍 を示 してい る彼 の存在 は貴 重 であ る。 また、彼 は グ
ラフィ ックデザ イ ンと絵画 とい う二 っの大 きな分 野に またが って制 作 を続 けて
いるが、 それ ぞれの分野 にお いて勝 れた業績 を残 して い る点 で も、注 目に値 する。
とい うわけで、この若 い ヌーベ ルバー グの アーチス トにっいて述 べ るこ とは、
自然モ ダ ンアー トの直面す るい くっ かの重要 な問題 に触れ るこ とに なるこ とが
予想 され る。こ こで、 カール ・ゲルス トナ ーをと りあげ たのは、以上の理 由か
ら一 っ ま り、ゲルス トナー と共 にモ ダ ンアー トの諸問題 につ いて考 えてみ た
か った か らであ る。
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fig.1(左)ピ エ ト ・モ ン ド リ
ァ ン:正 方 形 の 中 の コ ン
ポ ジ シ ョ ン 。1925;
(右)マ 囓ッ ク ス ・ビ ル:
赤 い正 方 形 。1946。と,
その 図 解'(下)。
1.幾 何学的形 態 の探求
今年 の 日本国際美術展 を見 ると、ス テラ 、ヴァザ ル リをは じめ幾 何 学的抽 象
の系統 に属 す る作家 が多 く受賞 して いた。 ま さに幾 何形態全盛 の時代 と思 う人
があ るか も しれ ない。 しか し、幾 何 学的形態 は、モ ン ドリァ ンや カ ンデ ィンス
キーなどの傑 出 した先駆 者 た ちの業績 が あったに もかかわ らず、 その後 それほ
ど多 くの芸術家 に愛 されて きた わけでは ない。戦 後 になって それ も近 々何
年 かの 間に急速 に勢 い を得 るよ うにな って きた とい うべ きで あろ う。
ところで 、ステ ラ(国 際 大賞)や ヴァザ ル リ(外 務 大臣賞)や 、或 いはセ ッ
ジ リー(文 部大 臣賞)に して も、画 面 を形成 す るフォルムは、幾 何 学的形 態 と
しては きわめて簡単 な法則 性 を もつ もの であ って、円や正方形 の初歩 的利 用が
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認 め られ るにす ぎない。ゲルス トナ ーの分類 によれば、せ いぜ い幾 何学 的抽 象
絵画 の系 譜 におけ る 「中期 の世 代(MittlereGeneration)(1J)のご く初 期 の構成
傾 向 をもっ程 度 で ある。むろん、構 成方 法が一単純 であ るとか、複雑 で ある とか
い うよ うなことは、作品 の芸術 的価値 を決定す るものでは あ りえない。しか し、
時の経過 は、方法 自体 の 中に も進 歩の跡 をとどめ る もので ある。特 に、幾 何形
態 は、 それ を造形 のてだ てと して採 り上 げ ること自体 か ら して、知 的 な考 え方
が含 まれ てい るはず で あって 、まさ にこの点 が、同 じく抽 象 といって も、 タシ
ス ムや アクシ ョンペ イ ンテ ィ ングや ア ンフォルメ ルな どのオー トマチ ック形態
を扱 う場 合 とは、根 本的 に異 な るところで ある。 とい うわ けで、第9回 日本国
際美術展 に現 われた幾 何学 的形態 の作 品 は 一この系 譜の前衛 を期待 す ると き
い ささか注文 が ないわけでは ない。
十年以上 も前 か ら、ゲ ノレス トナーは この よ うな問題 に対 して、強 い関心 を示
して きた 。ゲルス トナーの達見 は、 この系 譜 に横 たわ る一 つの大 きなエポ ック
が、モ ン ドリア ンとマ ックス ・ビルの 問にあ る思想的 ギ ャップ にあ るこ とを発
見 した ことで あ る。外見 的に は寸 きわ めて類似 して見 えるモ ン ドリア ンとビル
の作 品 を比 較 し(fig・1)、作 品の根 底 に横 たわ る両者の造形 方法 の相違 を、 は
っ きり見抜 いた こ とが その後 の彼 の活動 に大 き く影響 したの であ った。
シュ ジェの桎梏 か らなんとか して逃 れた いと思 って いたモ ン ドリア ンは、 シ
ュジェの完全 な否定 を、最 も基本 的 な造形一あ要 素 その もの によ る構成 に よって
達成 しよ うとし、 そこか らシ ンプノLな幾 何形態 による構成 作品 を発 表す るよ う
にな ったが、彼 の場合 の幾 何形 態 は、 あ くまで造形 の素材 と して用 い るので あ
って 、構成 の方法 に関 しては 「感覚的判 断 に従 って」「考 えうる限 り主観 的な、
変換 自在 の世界 で用 いた(2J)ので ある。 つ ま り、モ ン ドリア ンの主張 す るハー モ
ニー は、極 め て主観 的 な方法 で求 め られたの であ る。 ビルの場合 は、感 情の視
覚 的経 験 の代 りに、数 学 その ものでは ないが 「数学 的思 考が構成 の行為 の中 に
と り入 れ られたの であ る(3)Joそこにば、明 らか に思想家 と して の意織 が働 いて い
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るとゲルス トナ ー は見 て とる。っ ま り、 ビル自身 の言葉 を借 りれば、r.造形 手段
その もの が要素 的且 つ普遍 的で あ るばか りで な く、 それ.らの 関係 の体系 も また
然 り」(4)なのであ る。そ して 「一 っの思 考過程 が精 密 に構成 されて いれ ばい るほ
ど、即 ち根 本理 念 が統一 的で あれば あるほ ど、 その思考 は数 学的思考 の方 法 に
接近 し、 われわれ は根 本構 成 に近 づ くことがで き、芸術 はそれだ け普遍 的 にな
るであろ う。(s?Jと。
むろん、数学的方法 に よって作 られた形 態 は、すべ て美 しいとい うわ けでは
ない。 しか し、数学 的形態 の 中には、現代人 の感 覚 に きわめて合致す るものが
あ る。幾 何学的形態 は、今 日の機械 文明の時代 の形 態 であ る。その フォル ムは、
いろいろ な点で合理 的 にで きていて、 また、強 い視覚 的効果 をもってい る。 こ
れ らは、 自然 をその まま写 す絵画 や、筆跡 のよ うに個 人 の くせや あ じを出 す こ
とに腐 心す る絵 画 に とって は、不適 当 なフォル ムで あ るが、 この形 態 は、 定規
や コンパスや その 他 の数学 的用具 をもって いれ ば、 だれで も容易 に、また 限 り
ない変化 を作 り出 す ことの で きる万人共通 の普遍的形態 で ある。感覚一 勝 れ
たセ ンスー は、勿論 必要 であ るが、感覚 に守 られ つつ知性 によって導 かれ る
形態一 ここに、構成理 論 の上 か らみ た幾何 学 的形態 の今 日的意義 が ある。
ここでっね に問題 となるこ とは、「何 を描 くか」 とい うことよ りも、「いかに作
るか」 とい うこ とで ある。 ビルや、 アルベ ル夙や ローゼに よって 肉づ け されて
きた幾 何学的中期抽 象派の伝統 を、ゲルス トナ ーは更 に飛躍 させ よ うと試 み る。
これ らに代表 され る一群 の アーチ ス トを、 あえて 「中期 」 とい う過渡 期 的名称
で呼ぶに とどめ た ところに、幾 何学 的抽 象芸術 の発展 に対 す る彼 の大 きな意欲
と信 念 を うかが うことがで きる。
2.チ ェ ンジャ ブル ・ピクチ ュアー・
ゲルス トナーが 、初 めてChangeablePicture(可変 的絵画)を 発表 したの は、
1952～3年頃 で あ る(60)モンドリア ンとビルの作 品の比較 か ら学んだ ものは、絵
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画 の構 造の様式 の上での相違 の発 見 であった。彼 は 、 ここにおいて、絵 画の構
成 にお ける法則性 の重要 さ を深 く認 識 したので あった。
幾 何学的抽象絵画(彼 流 にい えば具体芸術)を 、更 に大 き く前進 させ るため
には、 ビルの提 出 した 問題 か ら出発 し、新 しい見解 に立 ち、新 しい要 素 をっ け
加 え るこ とに よって、 この理 論 を発展 させ な くては な らない。彼 が企 てたこの
飛躍 への手 がか りは、次 の三 っ に要 約す ることがで きよ う。
一っ は、素材 の重視。 第二は、構 造の様式の重視 。第三 は、観 賞者 の積 極 的
参加 で あ る。
さて、第一 に挙 げた素材 の問題 であ るが、 ゲルス トナーが常 々心が けてい る
こ とは、科 学 の生 んだ最新 の成 果 であ る工業的材料 や技術 を芸術 創 造の ために
活用 す ることであ る。
い うまで もな く、マチェ ール を重視す る傾 向 は、既 に現 代芸術 の大 きな特色
とな って いる。芸術 の価値 は、材 料 の新 旧 によって決 ま るもの では ないか ら、
現代 の作 家が依 然 と してス フィ ンクスの頃 の材 料 を用 いて作 品 を作 った と して
も一 向に さ しっ か えな い。 しか し、 スフィ ンクスの時代 のアーチ ス トが、二十
世紀 の工業 的材 料 を使用 す るとい うことは、あ りえない ことで ある。現代 の ア
ーチ ス トが、現 代 の技術 が生 んだ今 日の材料 を使 用す るとい うことは、 それ 自
体 充分意義 の あることであ る。材料 は技術 を決 定 し、技術 は素材 と共 に芸術 の
性 質 に大 きな影響 を及 ぼす。現代 の アーチ ス ト達 がマ テー リアル を重視す るの
は、物質的根拠 と しての理 由か らだ けで はない。ゲルス トナ ーは確信 す る:「マ
テー リアルは、最 も適確 に絵 の イデー(理 念)を 表現 す る。(7J}と。
第二 の、構 造 の様 式 を重要視 す る とい うことは、 ビルの思想 を徹底 的 に追求
す るところか ら生 まれ た彼独特 の方法論 で ある。即 ち、作品 において、最終 的
な結果 で ある個 々の出来ば えはむ ろん大切 には違 い ないが、 それ よ りもその作
品の構 造 を決定 す る構 成の様式 を重 視 しよ うとす るので ある。 この考 え方 を更
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にお し進 めて、構 造の様式 が最 も根 本 的 な役 割 を果 して いて、 それ を最 も重要
視 せ ざるを得 な いよ うな作 品 を作 るこ と。 ここか ら、彼 の一連 のセ リー絵 画 が
誕 生す る。 そこでは、一 つの法則 的 な構 造 か ら生 まれ るn個 のファーゼ は、す
べ て等 しい価値 を有 し、一定 の条件 の下 におかれた場合 に、 どの ファーゼの作
品 が最 も適切 で あ るかが決 ま るの だ と考 えるので ある。
この ように して、 ゲルス トナー のチェ ンジャブル ・ピクチ ュアーで は、 その
構 造の様 式のデザ イ ンに、すべて の成敗 が かけ られて いる。
さて、芸術 は、誰 が作 るのだ ろ うかPそ れ は、勿論芸 術家 で ある。しか し、
それ だけでは、正 解 とはい えない。作品 は、独立 自足 的 に芸 術 的価値 を有 す る
もので はな く、観 賞者 に見 られ ることに よって は じめて価値 が形成 され るので
あ る。 この美学 的論議 を更 に押 し進 めて、芸術 が観 賞者の参加 によ って成立 す
るもの な らば、観 賞者の創造へ の参加 とい うことを、単 に 「見 る」 とい う行為
だ けにとどめず、 もっと積 極 的に考 えて 、観 賞者 を直接 作品の創造 に参 加 させ
た方 が よい。 ゲルス トナー は、「あ る芸術 作 品に対 す る私達 の喜 びとは、観 賞 者
の行為 では な く、 同志 の それ であ るので は なか ろ うか」 とい う意味 のこ と を述
べ てい るが(a)彼は 、これ を観 賞者(Beschauer)のア レンジメ ン トへ の参加 と
い う形 で解決 す る。 これが、 第三 の要件 であ る。
以上 の三 つの前提 を総合 した時点 にお いて、 は じめ て「カロ64」、「接 して い る
偏 心輪」、「黄金截柱 」等 々の彼 のチェ ンジャブル ・ピクチ ュァー ズが誕生 す るこ
とになる。
3.ソ シアル 。アー ト
1961年に、彼 は一 っの試 み と して 、Plakat・Kunst・Aktion(ポス ター 一芸 術 一
行動)と 題 して、幾 何学的抽 象 に属 す るス イスの作 家の絵 を集 め、サ イ ン入 り
で街頭 に掲 示 した ことがあ った(90}選ばれ た作 家 は、 ビル、 ローゼ、 レーベ ンス
ベ ルク、ゲルス トナー、 グラー ゼ、 ヴィス等 で あった。
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彼 は、 これ らの芸術 家 の絵 を印刷 して 、 ち ょうどtス ター のよ うに掲示板 に
貼 って、街路 を通 る人 々に見せ た。
そこには、一品制 作の稀 少価値 の代 りに、量産 された複製 が、暗 い静 か な美
術館 の代 りに、明 る く開放 的で賑 や かな巷 の背景が あった。絵 の隣 りには電柱
が立 って いた り、無縁 な他 人 のポス ター が並 んで いた りした。風 で引 きさかれ
て、下 か ら別 の ポス ターが顔 を覗 かせて いた りも した。 しか し、通行 人 は、料
金 を払 わずに 自由 に これ らの絵 を見 るこ とがで きた 。ゲルス トナー は言 う:「ポ
ス ター掲示板 は街頭 の ギャラ リーで ある とい うスローガ ンを言葉通 りに取 り上
げた(io)Jのだ と。っ ま り、文 字通 り、芸術 の街頭 進出 であ った。ゲ ルス トナ ーの
この企画 の総 決算 が何 で あれ 、 とにか く青年画家 ゲルス トナ ーにと って は、芸
術 は これまでの よ うに、美術 館 の中に静 か に鎮座 ま しま して いれ ば それ でよい
とは考 えられ なかったので あ る。芸術 の ための芸術 では な く、彼 の 目ざす もの
は、 あ くまで人間 のための芸術 、環境 の ための芸術 に他 ならない。
彼 が、絵画 「カロ64」の量産 に と りかか ったの も、SozialeKunst(ソシアル
アー ト)と しての意味 か らであった。観 賞者 が ア レンジメ ン トとい う創造の行
為 に直接参加 する絵画一 しか も、作 家の オ リジナ リテ ィーは不変 であ る絵 画一
これ は、確 かに現 代芸術 に提 出 された新 しい課題 で あ る。
芸術 の社会化 は、 いろ いろな方法 で行 な うことが で きよう。 グラフ ィ ックデ
ザ イナー と しての社会 的任 務 をはっ き りと自覚 して い る彼 に とっては、 デザ イ
ンとい う行為全体 が ソシァ ル ・アー トの意味 をもってい るの かも しれ ない。 聞
くところによ ると、彼 は最近大 きなネオ ンサ イ ンを手が けて いるとい う。チ ェ
ンジャブル ・ピクチ ュアー とソシアル ・アー トの総 合 を、新 しいメデ ィァにお
いて どの よ うに解 決す るか、一っの楽 しみ で もある。
4.ジ ャ ンルの解消
学問 をは じめ、 あ らゆ る もの が分 化 してい く現代文 明の大 勢の 中に あって、
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fig.2カ ー ル ・ゲ ル ス トナ ー:
両 極 性 を もっ 青 。1958/59。と,
その 説 明 図(右)。
美術 だ けはか えって一 っの もの に向 かお うとす る傾 向 があ る。 ジャ ンルの垣 を
解消 して、 かつて そ うであ ったよ うに一 つ の もの になろ うとす る傾 向 は、確 か
に現代美術 の大 きな特徴 で あ る。
単 に、二 次元 の中での立体感 や空 間感 の追求 をす るとい うので はな く、 もは
や 「立体」 や 「空 間」が、現 実的、物理 的実体 と して絵画 を構 成す るよ うにな
る と、立体 は彫刻 、平 面 は絵画 とい う分 け方 で芸術 を分類 す るこ とは、 もはや
意昧 の ないこ とに なって しま った。
また、 この こ とは、物理 的 ・外形 的 な面 か らだけで な く、 内面 的 ・価値 的な
面 か らもいえ ることで ある。記号 その もの と化 しっっ ある現代芸術 に とって、
時 計や空 ビンや便 器 な どの立 体的オ ブ ジェは 、二次 元 の形 であ る矢印や コカ コ
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♂一一ラの ラベ ルやマ リリンモ ンローの写真 などと等価値 、或 いは同列 にあ る記 号
で あって、等 し く造形 のための要素 であ り、素材 にす ぎない。画 家 はそれ らの
どれ を屠'いて制 作 して もよ く、彫 刻家 もまた同様 で ある。
ゲルス トナー は、油 えの ぐを用 い ることはほ とん どない。'それ ど ころか、彼
の絵 に登場 す る材料 は、凹凸 のあ るガラスや、施 盤 で削 った金属 や 、複雑 な曲
面 をもっ部厚 い レンズや、ペ ラルーマ ン(ア ル ミ合金 の一種)や ポ ラロイ ド板
な どで、滝 口修 造氏 もい う通 り、 そこで は 「新 しい材 質 とそれ に伴 う製作工程
が機械技術 によ るもの であ ること、同時 に見 る人 の動 的体 験 を通す とい うこ と
が、主 な要 素 とな って」 い る(110)
かつて、 ゲルス トナ ーのエ ッセ イ 「Bilder-machenheute?(今日の絵 の作
り方?)」を翻訳 したと き、編集 者 か ら「絵 を作 る」では な く、「絵 を描 く」 と訳 し
た方ゐ汨 本語 としてス ムニ ズで はないだ ろ うか、 とい う抗議 の手紙 を受 け取 っ
た ことが あっ観 確 かに、昔 の画家 の絵 で あ った な ら、「描 く」 と訳 すの が順 当
で あろ う。 しか し、彼 の場 合、 どう考 えて みて も 厂描 く」 とい うタイプの絵 で
はないのだ。彼 自身 も、malen(描く)とい う言葉 を意識 的に避 けて、machen
(作る)と い う言葉 を使 ってい る。実は、 この 「描 く」 では な く、「作 る」 とい
うところに、現 代美術 の重要 な問題 が ひそんで いるのであ る。
ここに掲 げ る図(fig。2)も、 単純 な平面 性 をもっ絵 では な く、壁 か ら前方
へ 向 って垂直 に突 き出 した作 品で ある。絵 とい うよ りは、彫 刻 と呼 んだ方 がよ
いか も しれ ない。 しか し、表面 には パ ター ンが あ り、華 麗 な配色 で着色 され て
い るところなどは、従 来 の彫刻 とも異 る。或 いはまた、更 に飛躍 して、 その形
の構 造か ら この よ うなパ ッケー ジがあ ったな ら豪華 で あろ う 一 と想像 を
逞 しくした と して も、 あ なが ち現実離 れの した空想 とも思 われ ないで あろ う。
とにか く、彼 に とっては、絵 画や彫刻 やデザ イ ンといった ジャ ンルの縄 張 りな
どは、本 当は ど うで もよい ことなの であ る。 問題 は内容 であ って、彼 は実践 に
よって既 にジャ ンルの敷 居 を越 えて しま って い る。
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ゲ ルス トナーは、文章 の タイ トルにクエ ス シ ョンマー ク 「?」をつ け るこ と
が好 きで ある。 しか し、 こ ういうと きに限 って 、かな り確信 の ある場 合で あ る。
IstWerbegraphikKunst?(グラフ イックデザ イ ンは芸術 か?)(12>とい う文章
の 中で も、既 に芸術 と して認 め られて いる建築 とグラフ ィックデザ イ ンとの有
利 な比較 をさ し控 え る余裕 をみせ なが ら、結局 デザ イ ンと絵 画の関係 は、直系
卑 属 では な く姉 妹 であ ると述べ てい る。
もし、「絵 は芸術 で ある」 とい う単純 ないい方 が成 り立 っ と した な らば、子供
の絵 も精薄児 の絵 もみ な芸術 とい うことにな るで あろ う。デザ イ ンは、 もとも
と実用 的用途 を明確 にもつ美術 の形 式で あ るか ら、 むろん用 途 に対す る機能 的
解決 が第一 に重要 で ある。 しか し、 それ と共 に、 デザ インが造形 的 な もの で あ
る以 上、芸術 的 ・美 的表現 の側面 が あるので あって、か かる面 か ら見 た場 合 に
も、勝 れた作品 が決 して少 くないので あ る。た だ、全体 か ら見れば 、 その数 は
少 い とい うだ けの ことで あ って、 この点 に関 して も絵画 とデ守 イ ンは よ く似 て
い る。ゲ ルス トナー は、 この ことを充分認識 してい る(13)0
形 式で はな く、芸術 とい うもの を内容 で定め るな らば、絵 も彫刻 もデザ イ ンも
芸術 とな りうるので ある。ジャ ンルによ る区分は 、あ くまで便 宜的 ・習慣 的 なも
fig.3マ ル ク ス ・ク ッ ター:
ベ リオ の た め の プ ロ
グ ラ ム 。
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fig.4マ ル ク ス ・ク ッ、タ ー
の 小 説 「ヨ ー ロ ッパ
へ の 船 」 の 中 の 一 頁 。
ゲ ル ス トナ ー が タ イ
ポ グ ラ フ ィ ー を担 当
して い る。
ので あって、芸術 的内容 の観 点か ら考 えて も、それ にこだわ ることは賢明で ない。
5。 タイポ グラフ ィー
前述 の第9回 国際美術展 で、 ク リベ ッ トが東京都 知事賞 を受賞 してい た。 フ
ェルデ ィナ ン ド ・ク リベ ッ トは、文字 だ けを素材 と して画面 を構成 す る ドイッ
の画 家で ある。一昔 前 には想像 もっ か なかった タイプの絵 画で あ る。 この絵 か
ら言 えることは、(ゲルス トナー がかっ て言 明 したよ うに)即タイポ グラフィーは
それ 自体 が芸術 とな りうることで あ る。
ゲルス トナーは、 グラフィ ックデザ インを総 合的 に追求 してい るが、 中で も
タイポ グラフ ィーの研 究 に特 に苦心 を払 って きた。これ は、一っ には彼 の文学 ヘ
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の深 い愛敬 の念 が あ るか らであ るが 、何 とい って もクッター(MarkusKutter)
との出合 いが、彼 に大 きな影響 を与 えた ことは間違 いない。図(fig.3)は、
ク ッターの作 った現代詩 の一例 で あるが 、 この よ うなセ ンスの持主 で、且 っ グ
ラフ ィックデザ イ ンに深 い理解 をもつ詩 人 が、 ゲルス トナー と急 速 に提携 の絆
を強 くしてい ったのは うなず け るこ とで ある。
1957年は、 ゲ ルス トナー とク ッターの結 びつ きの年 であった。 クツター は、
1
fig。5カール ・ゲルス トナー:タ イポグラム。(最 上段)過 去 をふ り返
り,未 来 に眼を向けるクルップ社を表わ してい る。(二番 目)IBM球
頭 タイプライターのタイポ グラム。(書体でタイプライターを,投 影で
球 を連想 させ る)。(三,四番 目)下 の二つ は,造 形的処理 によらて,
概念 を象徴 している。
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ガイギー社200年記念出版事 業の デ ィレクター になった と き、は じめ て若 いゲル
ス トナー をデザ イナー と して起用 した。 また、 この年 に出版 され たク ッターの
小説 α駐に、ゲルス トナーは タイtグ ラファーと して協力 を快 諾 した。(fig.4)。
こ うして翌 々年(1959)、二 人の共同経営 と してゲルス トナー+ク ッター ・アー
ゲ ン トゥール(広 告代理店)が 誕生 す る。
ゲルス トナーの タイポ グラフ ィーに対 す る貢献 は、次の三 っに分類す ること
がで きる。
第一は、活字 その もの一 即 ち、字体 の改革 であ る。古 いアク ツィデ ンッ ・
グロテス クを、周到綿 密 な る体系 に基 いて、活字 の一 大 ファ ミリー を完成 させ
た ことはみ ごとであ る(16)0
第二 は、活字の イデ ィオ グラフ ィ ックな用法 を発展 させ た ことであ る。前述
の第一 では、活 字 を 厂形 」 と して観察 してい る。 しか し、文 字は記号 であ るか
ら、形 態 と同時 に 「意味 」 をもってい る。 この文 字が もつ 表意性 をデザ イ ンの
分野 において大 い に活用 しよ うとい うので ある。彼 の作 にな る一 連の タイポ グ
ラムは、 その絶好 の例 を示 して いる(fig.5)。
上述 第一 の「形 態」、第二 の 「意昧」 に続 いて、構 成 と 「デザ イ ン」 に対9る
寄与 があ る。 これ が、第三 の、タ イポ グラフ ィック ・アー トへの貢献 で ある。
イ ラス トレー シ ョンを担 当す ること によって、彼 が協力 した クッターの著 書「未
来 の制作 のための提 要夕7}では、活字構成 の基 本 的パ ター ン(型)を 示 した が、そ
の後の発展 であ る 「総合 的 タイポ グラフ ィ_useJでは、テキス トとタイポ グ ラフ
ィーの綜合 を、次の四つ の段 階 を踏 んで体系化 した。
a)い ろいろな文 字、記号 を単語 に綜 合す る。
b)単 語 を文章 に綜 合す る。
c)文 章 を時間 的経過 の 中で綜 合す る。
d)独 立 した個 々の問題 と機能 の綜 合。
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彼 は、 タイポ グラフ ィー を、孤 立 した個 々の 問題 と してでは な く、 デザ イ ン
上予想 しうるあ らゆ るケース に適 用で きるフ レキシブル な考 え方 で、全体 的観
点 に立 って綜合 的 に解決 しよ うとす る。 つ ま り、「問題 に対 す る個 々の解 決 を求
め る代 りに、解決 を得 るための プログラム をデザ イ ンす る」の であ る。 デザ イ
ンの個 々の結果 の出来 ば えよ りも、 それ以前 に、それ らの しくみ や プロ グラム
を重視 す るとい う態 度 は、現代 デザ イ ンに とって根 本的 に重要 な ことであ る。
その理念 と実践 は、ア ラ ン ・デ ラフォ ンスや勝 見勝 氏 が激賞 す るよ うに、確 が
にみ ごとな もの であ り、ユニ ーク なもので あ る。
6.プ ロ グラ ミング
ゲルス トナー は、著述 、 デザ イ ン、絵 画 、教 育 とい うよ うに、多方面 にわた
って活躍 して いる。 しか し、 それ らの底 には、 しっか りと した線 が一 本通 って
いる。私 がこれ までに述 べて きたこ とも、 み な一っの基本理念 か ら導 かれ た も
の に他 な らない。
その基本理 念 とは何 か。 それ は、一 と口 にい えば、造形 の領域 にお けるプ ロ
グラ ミングで ある。 ところで、 プ ログラム とい う言葉 は、電子 計算 機 をは じめ
最近 いろいろ な場 面 で使 われ るよ うに なってい るが、例 えてい えば プ ログラム
とは、化学 にお ける化 学式、料理 にお ける調理法 、音楽 におけ る楽 譜 、 ゲーム
にお けるルー ルの よ うなもので あって、個 々のケース に応用 で きる し くみ、或
いは法則 、或 いは構 造 の よ うな もの と考 えれ ば よい。従 って、彼 の い うデザ イ
ニ ング ・プロ グラム とは、 その よ うな しくみ、法則 、或 いは構 造 を、綜 合的見
地 か らデザ イ ンす るこ とであ る。彼 は、造形 の全活動 の 中で この点 を最 も重視
す る。パ ウル ・グ レディ ンガーの巧み な解 説の とお り、「チ ュー リップで い えば 、
花 で はな く球根 に相 当す るもの」Us)をデザ イ ンす ることが、結局 、個 々の問題 を
よ り高次の次元 において解 決す ること になるの であ る。
か くして、絵画 においては、「基準 は その形 式 が普遍 的 であれば あるほ ど、 そ
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の絵 画 は独創 的 なもの とな り、 またその統 一性 が多面 的で あればあ るほ ど、或
いは逆 に、絵画 の多面性 が統 一的 であれ ば あるほ ど、最 も個性 的 な知覚 作用 と.
して、観賞者 に示 す こ とがで きる卸 とい う結論 に達 す る。 また、デザ イ ンにお
いては 、ポス ターやパ ンフ レッ トとい うよ うな仕 事 を個別 的 に制 作す る よ りも、
キ ャ ンペ ー ンや デザ イ ンポ リシーの よ うに、一貫 した計画 に基 いて ク ライア ン
トの 「顔(Physiognomie)」や 「イメー ジ」 を創造 す ることこ そ、最 も意 義深 い
もので あ るとい う結論 に達す る。
7.徹 底 した合理 的精 神
「絵 は、一定 の肉体的感覚 、 よ り正確 に い うな らば、視 覚 的感覚 の ための一
種 の記 号で あ り、商標 であ る。夕1)と。 ゲ ルス トナーは、絵 画 に対 して も、 デ
ザ イ ンにお けると同様 、突 き放 して、 で きるだけ客観 的 に冷 静 にみっ め よ うと
す る。決 して 「芸術 」 とい う名 におぼれ た りは しない。だ か ら、その仕 事 は、「第
一 にイデーの結果 であ り、第二 に理 性的 な計画の結果 で ある尹 べ きだ と考 える
の であ るQ
彼 は、芸術 におけ る 「自由」 とい うこ とを、決 して安易 には考 えない。彼 の
思 考は きわめて論理 的で あ る。 これ までに述 べ て きた こと全体の共 通分母 を求
め るな らば、徹 底 した彼 の合理 的精神 に帰 す るこ とがで きよ う。
彼 は、人 間の知性 を重 んず る。 そ して、 それ によ って、課せ られた 問題 を徹
底 的 に追求 しよ うとす る。 完 全 なる明晰 に到達 す るまで。
彼の立場 は、 あ くまで綜合 的 な造形 的観点 に立 っての思 考 であ り、実践 で あ
った。 デザ イナー であれ、画家 で あ乳、 これ か らのアーチス トの資 質 を考 える
と き、逞 しい創 造力 は勿 論必要 で あるが 、 それ と共 に実践 の裏づ け とな るしっ
か りした理 論 をもって いるこ とが大切 にな るので はないだろ うか。
彼 は、まだ若 い。環境 もよ く、 よ き友 に と り囲 まれ てい る。徹底 した合理 的
精神 に もとず く彼 の プ ログラ ミングの理 念 が、今 後 どの よ うな展 開 を見 せ るか、
期待 され るので ある。
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●1930,ス イ ス の バ ー ゼ ル に 生 ま れ る 。
バ ー ゼ ル 及 び チ ュ ー リ ッ ヒ の 工 芸 学 校 を 卒 業
。
・1955,ミ ラ ノ ・ ト リェ ジ ナ ー レ展 で 金 賞 受 賞
。
●1956-8,ガイ ギ ー 社 創 立200年 の 仕 事 で デ ザ イ ナ ー と し て の 地 位 を確 立
。1959
年,詩 人 で コ ピ ー ラ イ タ ー の マ ル ク ス ・ク ッ タ ー 博 士 と 協 同 し て 広 告
代 理 店 を創 設 。 そ の 後 、 経 営 陣 に パ ウ ル ・グ レ デ ィ ン ガ ー を 迎 え ,「ゲ
ル ス トナ ー,グ レ デ ィ ン ガ ー+ク ッ タ ー 株 式 会 社
」 と 改 め,現 在 で は
ス イ ス 広 告 界 に お け る七 大 工 一 ジ ェ ン シ ー の 一 つ に 数 え られ て い る
。(23)
°1957年に ・ 画 家 と し て は じ め て のf固展 を 開 き,以 来 世 界 各 地 で 展 覧 会 を 開 く 。
そ の 作 品 は,ニ ュ ー ヨ ー ク 近 代 美 術 館 そ の 他 に収 め られ て い る 。
● 著 述 は,〔参 考 文 献 〕 と し て 引 用 した も.の以 外 に は,次 の よ う な も の が あ る 。
・AspektedesStandorts,AusblickeindieZukunft.‐Werk,
Nr.11,1955.
eaboutChangeableArt‐Spirale5.1955.
・DieAubettealsBeispielietegrierterKunst.‐Werk,Nr.10,
1960.
・KompendiumfurAlphabeten.1965.GalerieDerSpiegel.
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